2026第1,2,3 RUTC永遠の答えの神の国のやぐら
2026年元旦祈り会1講：人生最高の祝福時間-毎日朝、絶対やぐらを建てなさい(使1:1)
講師：柳光洙牧師
2025年12月31日インマヌエル教会

使徒の働き1:1
テオフィロ様。私は前の書で、イエスが行い始め、また教え始められたすべてのことについて書き記しました。
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要約

今とても難しい状況にいる方々、何かがうまくいかなくて大変な方たちもいる。すると霊的にとても道に迷うようになる。神様は、私たちに神様のこと、本当のことで新しく始めなさいと言われるのだ。イエス様があなたがたは行って、人をたくさん教える教師ではなく、証人として行きなさいと言われた。また、異端の濡れ衣を着せられて法的に禁じられているのに、あらゆる国の人々に行きなさい。すべての造られた者に、地の果てまで行きなさいと言われたが、その話にもならないことを信じた人が世界を変えたのだ。それなら、私たちがどこにいるべきで、どんな契約を握っていなければならないのか。そこで「人生最高の祝福時間-毎日朝、絶対やぐらを建てなさい」だ。
今この部分をしなければ、霊的な力がなくなり霊的な攻撃を受けて、からだにも問題が来る。そして未来がよく見えない。それゆえ、キリストが与えられた契約が使1:1だ。「イエスがキリストだ」を証明されたのだ。
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□序論_最高の時間
1.出14:24、27　敵が朝に攻撃する。それゆえ、モーセも朝に奇襲したのだ。霊的に暗闇の勢力、サタンが最も攻撃する時間が朝の時間だ。

2.ヨブ7:4　病んでいる人にも、最もつらい時間、最も危険な時間が朝だ。

3.詩57:8　霊的な奥義を持っている人々が賛美して祈る時間が朝だ。

4.ネヘ8:3　みことばの力が最も大きく現れる時間が朝だ。

5.マコ1:35　イエス様が朝早くに起きて、まだ暗いうちに寂しいところで祈られた。

6.ルカ1:78、2:1-14　朝は神様が重要なことを知らせてくださる時間だ。ルカ2章では、御使いが夜明けに羊飼いに知らせたのだ。

7.回復、力、運動 - 朝の時間にサミットタイムを持って必ず回復しなければならず、力を得て、この時間に運動もしなければならない。これを全くしなければ、霊的状態は崩れ、脳細胞、肺、すべてが崩れるようになる。

□本論
1.RT
1)創37:1-11、41:38、45:1-5　難しいことがきたとき、寝て、その後に夢を夜明けに、朝に話したのだ。このヨセフは、神様の恵みの中の恵みが、このように早くから祈る人であったという証拠だ。それゆえ、ファラオが見て、神の霊が宿っているこのような人が、ほかに見つかるだろうかと話した。
また、兄に会ったとき、祈る人が持っている目は、お兄さんが私を売ったのではなくて、神様が私を先に送られた。この中に三つのすべてが入っているのだ。
2)出3:1-20　モーセがホレブ山で神様の力を見て契約を握って回復した。
3)Iサム3:1-19　幼いサムエルが幼いとき、すでにこの三つを見たのだ。
4)詩5:3、78:70-72　ダビデが主が朝に私の祈りを聞かれる、すでに羊飼いであったとき、羊飼いに一番重要な時間が夜中に羊を守って、夜明けに太陽が昇る時だ。
5)Ⅱ列2:9-11　エリシャはエリコ、ギルガル、ベテルは必要なくて、二倍の霊を求めたのだ。
6)ダニ6:10　ダニエルは朝、昼、夜で定刻祈りをした。すべての知恵をみな見つけた。
7)使19:8　パウロがローマに行く前にティラノで神の国について大胆に説明した。

2.教役者、重職者
1)マコ1:35イエス様がすでに夜明けに、朝にすごい祈りをされた。
2)やぐら、旅程、道しるべ - キリストがくださったやぐら、旅程、道しるべを朝に味わうようになれば絶対やぐらが出てくる。また、医学的に理解できない健康も与えられる。
3)三つのことが先にくる。
(1)時空超越
(2)237-5000種族とつながる
(3)空前絶後の答えが与えられる。

3.新しい家族、病んでいる者、多民族
1)使3:1-12　ペテロの信仰も重要だが、足の不自由な人の信仰も重要だ。ここに出てくる重要な単語がある。ペテロがヨハネとともに「私たちを見なさい」と言って、そのときナザレのイエス・キリストの名によって立ち上がり歩きなさいと言った。爆弾のようなことが起こったのだ。
2)使8:4-8　病んでいる人は落胆せずに、ピリポが伝えたら、サマリアの人が心を一つにして聞いたように朝に集中しなさい。
3)使13:1-12パウロが同じように、この部分を証しした。
4)使16:16-18
5)使19:8-20このように現れたのだ。

□結論
1.12世界教区 - 12弟子を通じて12世界教区が形成された。
2.70大教区 - 70人重職者を通じて70大教区が起きたのだ。
3.一千やぐら - ダビデのように1千やぐらを建てなさい。一つの地域に1人で良い。
△最も低いところ - 最高の価値 - 最も低いところから始まって、最高の価値を見つけ出すのだ。最も基礎から最高に向かって行くのだ。すると、当然、必然、絶対が見えるようになる。


全文打ち出し翻訳

ありがとうございます。もしかしたら、私は今とても難しい状況にある、こういう方たちもいるでしょう。何がうまくできなくて大変だ、こういう方たちもいるでしょう。すると、皆さんが霊的にとても道に迷うようになります。それは違うのです。神様は皆さんに新しく始めなさいということです。偽りごとではなく、神様のことで本当のことを始めなさいということです。私たちが神の子どもならば、神様がくださったこと、本当のことをすべきでしょう。それゆえ、今回の元旦メッセージは、聖書で起こった事実を、私がしていることをお証ししようと思います。イエス様も、あなたがたは行って人をたくさん教えなさい、そのようには言われず、証人になりますと言われました。そこで、教師ではなく証人で。ですから、少しみことばを確認してみる、このような祝福を味わってください。
ところで、イエス様が言われたみことばが、とても難しいことを語られました。異端の濡れ衣を着せられて法的に禁じられているのに「あらゆる国の人々に行きなさい」こう言われました。「すべての造られた者に、地の果てまで行きなさい」話になるでしょうか。それが話になるべきなのです。話にならないでしょう。ところで、それが話になる人によって世界が変えられるのです。すると、イエス様のみことばのとおり成就しましたか、しなかったでしょうか。成就したでしょう。世界福音化されました。今でもなされていて、これからもなされるでしょう。それなら、私たちはどこにいなければならないのでしょうか。どんな契約を握るべきでしょうか。

「人生最高の祝福時間 - 毎日朝、絶対やぐらを建てなさい」
1講です。皆さんが生きる人生最高の祝福時間を味わいなさい。いつでしょうか。私たちが、今年の主題が神の国のやぐらです。それをこのように(人生最高の祝福時間)にしてください。私たちの人生で最高の祝福時間を味わうべきですが、いつ味わうのかということです。毎日、朝。毎日、朝に絶対やぐらを建てなさい。これが最初の祝福です。
皆さんが今、この部分をしないなら、三つのことがついてくるでしょう。霊的、このような力がなくなると、霊的な攻撃を私が受けるようになります。そして、肉体にも問題が来ます。だれでも皆問題はありますが、私が主の働きをすることができなくて、答えを味わうことができないくらい問題が来ます。そして、未来がよく見えないということです。どうなるでしょうか。イエス様がそれをご存知で、答えを与えてくださったのです。

(使1:1)
それゆえ、これがキリストがくださった契約です。使徒の働き1章1節は偉大なることです。「テオフィロ様。私は前の書で」このようにあるでしょう。この医師ルカが最高のエリートであるテオフィロに送った手紙です。前の書はルカの福音書です。イエスがキリストだ、を証ししたのです。それとともに二回目に送った手紙が使徒の働きだということです。

では、それなら、人生最高の祝福時間を私たちが味わわなければならないのですが、毎日朝に絶対やぐらを建てなさい。何をでしょうか。

[絶対やぐらの基準]
この絶対やぐらの基準は何でしょうか。
[絶対やぐらの背景]
また、毎日朝に味わうこの絶対やぐらの背景は何でしょうか。それでこそ、今味わえるでしょう。
[絶対やぐらの方法]
すると、絶対やぐらの方法は何でしょうか。これは確実にしなければなりません。私が序論というよりは、答えから出しています。

[絶対やぐらの基準]
これを皆さんが毎日朝に味わい始めれば、どんな基準の何が出て来るのかというと、
[ 1.世界サミットタイム(霊的サミット) ]
サミットになれとは言われませんでした。世界サミットタイムを持ちなさい。確かにすべての造られた者、あらゆる国の人々、地の果てと言われました。そうしようとすると、私たちが祈るとき、背景が重要です。いや、何の力でこれをするのでしょうか。これを指して霊的サミットになったということでしょう。
[ 2.世界癒やしタイム(根源) ]
そして、朝の時間は、世界を癒やすタイムです。それゆえ、根源的な力を得る時間を持ちなさい。
[ 3.世界CVDIP (未来) ]
世界を生かすCVDIP、未来でしょう。このタイムを持ってください。
それゆえ、皆さんは完全に回復してください。すると、これが、皆さんの中に絶対やぐらとして建つようになります。

[絶対やぐらの背景]
いったい何の背景なので、このようにすることができるのでしょうか。
[ 1.三位一体の神様]
私たちの背景は三位一体の神様です。私たちの教会は何のかたちもないでしょう。なぜか、それはにせ物です。三位一体の神様は霊で働かれます。その霊は私たちの脳も、からだも、たましいも癒やすことができます。
[ 2.御座]
御座の力で。40日間説明されました。
[ 3.神の国]
この御座が神の国として臨みます。それゆえ、私たちの祈りは何でしょうか。「御国が臨みますように」「神の国と神の義を求めなさい」
[ 4.神の国のこと]
実際の答えは神の国のことが成し遂げられることです。最初のころは御国を祈りなさいと言われ、最後の時は神の国のことについて40日間説明されました。
これが背景です。私は皆さんに約束することができます。この時間を持てば、健康も単純な健康、単なる一般の健康は医師の話をよく聞けば良いです。しかし、根源的な力を得るのは別の話です。

[絶対やぐらの方法]
絶対やぐらの方法は何でしょうか。
[ 1.集中の力]
40日間語られた、何でしょうか。集中の力。皆さんが毎日朝に心配をすれば、どんな事になるでしょうか。毎日朝にぼんやりしていればどうなるでしょうか。毎日朝に忙しければどうなるでしょうか。レムナント中で毎日朝に余裕ある人だけが成功したので、そのほかにはできません。絶対にできません。お金も儲けられません。この力がとても重要なのです。
私は私たちの職員にいくつかのことを頼みます。集中が最も良くできる時間が、この祈りでもできるのですが、メッセージをしっかりと握る集中時間があるということです。このときは、だれも対話する人がいないようにしなければなりません。ところで、常に私のそばに人がいるでしょう。そこで、飛行機を待って乗って降りる時間に、私はものすごい集中をします。それゆえ、このようなメッセージが入っている手提げ鞄、これを持って待つということです。私が一番嫌うのが何かというと、飛行機に乗れば一番前の座席が良い座席だと考えるでしょう。しかし、前の座席はカバンが置けないようになっています。あえて私のカバンを取って、私の上に上げるのです。そのことが集中をみなのがしてしまいます。何でもないようでも、そうではないのです。そして、集会が開かれるでしょう。いつ最も祈りが集中できるかというと、集会場所に参加してメッセージを持ってきて、皆さんを見つめている時。礼拝を待っているとき、このとき、メッセージがしっかりと整理されます。ところで、このメッセージを伝えなければならないのですが、皆さんを見て、最初の言葉が決定されなければならないのです。そうでしょう。私が30年前からメッセージしてきて言うことです。私が行ったとき、最初の言葉が何の話にならなければならないが、戸惑う時は「最初の言葉を何と言うべきだろうか」分からない時があります。そのときが、いつかというと、入ってきて座ったとたん「世界福音化常任委員会総裁柳光洙牧師が出てきてメッセージします」このようなときは「おっ?」このようになります。それゆえ、私が職員にしばしば私を少しはやく送って入れてくださいと言います。その言葉がよく理解できないようです。私の集中時間がそうなのです。それから、この紙の束を持って一人で食堂に行く時。最高に集中します。
それゆえ、私が今までこのようにメッセージを数十年してきたのですが、この力で、偉大なる集中の力です。皆さん、虫眼鏡を持って、日光を集めれば火がつくでしょう。もし皆さんが集中する力がなければ、まちがいなく勉強もできません。集中の反対語は分裂です。集中の間違ったことが執着です。間違ったことを握ったのです。それも、これもできない場合、あきらめたり、中毒になるのです。何か一か所。この(集中)力がすごいのです。「40日間、神の国のことを説明された」では、40日して降りてきて10日の間、集中祈りしたので、これは50日になります。そこで、五旬節になります。その日に働きが起こりました。
私が皆さんに言いたいことは、それはみな必要なく、毎日してください。朝にすべての力を得てください。夜もできますが、朝の時間が重要です。皆さんの健康回復はほとんど朝にすべきです。
人は口がなければ良いのですが、口があります。そうでしょう。私たちの医師もおられるでしょう。尋ねてください。口があるのに、寝るときに口、唇をこのように(ぐっと閉ざして)寝る人はいません。ほとんどそのまま、広げないけれど、ほとんど口が開いています。それで口も乾いて、菌も生じて、いろいろなことが起こるのです。重要なことは、この腹式呼吸、呼吸を分からない人々は、もう夜にずっと口で呼吸しなければなりません。口で呼吸すればどうなるでしょうか。皆さん、肺が衰えます。それゆえ、たくさん寝ると良いのではありません。本当です。口を広げて肺が衰えるのにたくさん寝たとすると、肺がたくさん衰えます。ですから、朝に起きれば、数時間でも長く呼吸をするのです。生かさなければならないので。本当です。私がすることで、科学的に証明されたのです。朝、皆さんのすべてのからだを生かして、霊を生かして、力を生かしなさい。根源を生かしなさい。これが答えです。何でもないのですが、これは救われていない人はわからない話です。そうでしょう。救われても、教会に通っても、霊的世界が実際に分からない人々は分からないことです、これは。イエス様はこの話だけされたのです。初めから「わたしは道であり、真理であり、いのちです」何でしょうか。三位一体の神様に行く道で、真理で、いのちです。私たちの祈りはどこに大事に保管されて、どこから働きが起こるのでしょうか。御座で。使徒ヨハネがパトモス島に流されて行って、祈るときに幻の中で神様が見せられたでしょう。皆さんの祈りは全部御座に運ばれます。それが私たちに働きとして起これば、神の国だと言います。神の国が臨んだのです。すると、その後に必ず成就するでしょう。神の国のこと。
[ 2.ただ]
それゆえ、ただ、そう言われたのです。これは集中の方法を言います。ただ。違うことをする必要はありません。ただ。
[ 3.もっぱら（熱心に）]
また、何と言われていますか。「もっぱら祈りに専念していた」すべて同じ話です。何でしょうか。どこに集中するかが、すべてを左右するのです。では、こうしてしまえば、この答えがみな出てきたのです。

そう、皆さんが考える朝と私とちょっと違うでしょう。私は早朝に起きて、ここに7時10分までに来ました。ここまでが私は朝です。出会いが始まるのが昼です、私は。それはどのようにしなければならないかということは、２講のときにお話しします。これはとても重要です。ですから、病気があっても大丈夫で、戦えば良いのです。そうでしょう。勝てば良いでしょう。根源的な力を持って。

□序論_最高の時間
では、すると、この今、朝の集中、最高の時間について確認をしてみましょう。なぜ最高の時間なのでしょうか。

1.出14:24、27
出エジプト記14章24節、27節です。敵はいつ攻撃するのでしょうか。朝に攻撃します。それゆえ、モーセも朝に奇襲したのです。霊的に暗闇の勢力、サタンが最も攻撃する時間がいつでしょうか。朝の時間。

2.ヨブ7:4
ヨブ記7章4節を見れば、病んでいる人にも一番つらい時間、一番危険な時間が朝です。それゆえ、日本で売っているでしょう。寝る時に口を閉じるようにするもの、あるでしょう。日本にはたくさんあります。とても、すると肺が生かされます。口だけテープを貼っても。これくらい、息をするのが重要です。病んでいる者が一番苦しい時間、事実、危険なのが朝です。

3.詩57:8
詩篇57篇8節、霊的な奥義を持っている人々が賛美と祈りをする時間がいつでしょうか。朝です。

4.ネヘ8:3
ネヘミヤ8章3節に、このように記録されています。いつでも、ところが、みことばの力が最も大きく現れる時間。
何か睡眠をたくさんとらなければ眠たかったりします。かまいません。正しくこのことを(世界癒やしタイム)味わって息をするならば、何も関係ありません。

5.マコ1:35
マルコ1章35節。イエス様が朝早くに起きて、まだ暗いうちに寂しいところで祈られたとなっています。

6.ルカ1:78、ルカ2:1-14
ルカ1章78節、ルカ2章1節から14節。なんでしょうか。神様が重要なことを知らせる時間です。このルカ2章は、御使いが夜明けに知らせたということです。羊を飼う者に。

7.回復、力、運動
それゆえ、この朝の時間に皆さんがサミットタイムを持つ特徴がたくさんありますが、必ず回復しなければなりません。ゆっくり息をするだけでも回復します。必ず力を得なければなりません。この時間に運動もしてください。
正確なことではありませんが、私の場合はほとんど一時間に一回程度スクワット100回します。なぜか、それが私に楽なので。時間がありません。どこかに運動しに行くのは、時間がなくて。そうすれば、不可能になります。ずっと時間に追われるので。どこででもします。エレベーターの中でもします。ほかの人が乗ってきたらしませんが、このように。恥ずかしいので。します。そうすれば、皆さんがもう答えがみな出してしまわなければなりません。みな出たのです。では、これを毎日朝にするので、このやぐらが生まれるしかないでしょう。これを全くしないなら、容赦なく、皆さんの今霊的状態は崩れて、皆さんの脳細胞、肺、すべてが崩れていっています。それをそのまま置いておいたら、問題が起きて、その時になって病院に行くと、病院では技術を持って最善を尽くすしかないということです。すると、それまでの原因があったので。医師は、そこまで責任を負うことはできないでしょう。その後は、またどうするのでしょうか。それをどのように医師が責任を負えるでしょうか。医師は急なことを助けるだけでも忙しいです。そうでしょう。霊的なまことの力は、私たちが受けなければなりません。自ら神様から。これで終わりです。

□本論
1.RT
すると、レムナントのこの三つのタイムを一度見る必要があります。では、レムナントを一度見てください。
1)創37:1-11
困難が来たとき、どれくらい神様に恵みを受けたかというと、寝た後に夢を、簡単に話せば夜でもありますが、明け方です。朝に夢を見たことを話したのです。このヨセフは神様の恵みの中の恵みが、このように早くから祈る人だったという証拠が出てきます。
創41:38
ですから、ファラオが見て、神の霊が宿っているこのような人が、ほかに見つかるだろうかと言いました。
創45:1-5
この45章1節から5節にも、兄に会った時です。祈る人が持っている目です。正確に話せば、お兄さんが私を売ったのですが、神様が私にこのようにしてくださった、と話さなければならないでしょう。何と話したでしょうか。「お兄さんが私を売ったのではなく、神様が私を先に送られたのです」では、この中に、この(世界サミットタイム、世界癒やしタイム、世界CVDIP)三つがすべて入っています。ヨセフが今立っている現場は、本当に世界を生かす現場です。兄たちがどうすることもできずに米を買いに来ました。来たのですが、兄たちに言った話です。
では、レムナントがこの契約を握ってください。レムナントは、皆さんが早くからこのように(絶対やぐらの基準)なってしまわなければならないのです。可能でしょうか。可能です。いつ可能だったでしょうか。夢を話して捕えられたとき、すでにヨセフは答え持って行きました。すでに世界を生かすサミットになったのです。そして、今エジプトだけではなくて、全世界を生かす、癒やしに行きます。ファラオに会って未来を知らせたでしょう。王が驚いたのです、完全に。7年間大豊作になるから、そのときに米を倉庫に集めなければならない。それも土地を掘って地下に集めなければならない。その後は7年間大飢饉が起こるので、全世界が飢え死にする、ということです。そのときに売るのです。
私たちのレムナントが朝に味わうことができます。レムナントは事実は5分だけしてもかまいません。
2)出3:1-20
モーセがホレブ山で神様の力を見て契約を握って回復しました。
3)Iサム3:1-19
Iサムエル3章1節から19節に、幼いサムエルが幼い時にすでにこの(世界サミットタイム、世界癒やしタイム、世界CVDIP)三つを見たのです。それで絶対やぐらということは、この(世界サミットタイム、世界癒やしタイム、世界CVDIP)三つのことを言います。私たちの力は必要ありません。これ(三位一体の神様、御座、神の国)でなければならないからです。
私は仕事をして自分の手柄にして、何かそうする人が一番恐ろしいです。なぜでしょうか。それは答えがありません。絶対やぐらができないのです。それゆえ、一か所で仕事をして、一生の間恵みを受けて、一生祝福を味わって伝える人があまりいません。そのようにしないので。
4)詩5:3、詩78:70-72
詩篇5篇3節です。ダビデが言ったことです。「主よ 朝明けに私の声を聞いてください」すでに詩篇78篇70節、72節に羊飼いであった時。羊飼いに一番重要な時間がいつなのか知っていますか。いつでしょうか。夜中に羊を守って、夜明けに日が昇る時です。とても重要な時間です。では、レムナントは見て握ってください。
5)Ⅱ列2:9-11
Ⅱ列王記2章9節、10節、11節でエリシャです。エリシャはすでにレムナントの時に何と話したでしょうか。「私にはエリコ、ギルガル、ベテルは必要なくて、２倍の霊をください」こう言いました。
6)ダニ6:10
ダニエル6章10節を見てください。ダニエルは朝、昼、夜に定刻祈りをしました。すべての知恵をみな見つけ出したのです。
7)使19:8
そして、使徒19章8節でパウロがローマ行く前にティラノで神の国について、大胆に説明したと言われています。そうです。これ(絶対やぐらの基準、絶対やぐらの背景、絶対やぐらの方法)です。
私たちのレムナントは、必ず回復してください。レムナントは大人と違って、少しだけしたのに働きが起こります。それも一生を置いて。すると、レムナントがこの答えがなければ、力もないくせに皆さん力を持って勉強しなければなりません。何の力もなく、背景もなく、その弱い力で世の中に出て行って生きなければならなくて。当然、苦しいでしょう。話にもならないでしょう、それは。いや、祈りでこのやぐらを建てなさいということです、毎日、朝に。

2.教役者、重職者
私たちのすべての教役者と重職者の朝の時間。
1)マコ1:35
イエス様がすでに夜明けに、朝にすごい祈りをされたのです。
2)やぐら、旅程、道しるべ
それゆえ、キリストがくださったやぐら、旅程、道しるべを朝に味わうようになれば、絶対やぐらが出てきます。健康も、とうてい医学的に理解できない健康も与えられます。
3)三つのこと
それで三つのことが先にやってくるので、私たちの教役者と重職者が味わうべき祝福です。三つのことが先に来るのですが、何でしょうか。
(1)時空超越
この絶対やぐらの祈りは時空超越になるのです。
(2)237-5000
この祈りは時空超越になってこそ237、５千種族とつながります。
(3)空前絶後
そのとき、とうてい理解することができない空前絶後の答えが与えられて。皆さんのような人は前にもなかったし、これからもありません。すると、答えもこれ見つけ出さなければなりません。固く握って行ってください。

3.新しい家族、病んでいる者、多民族
新しい家族、多民族、病んでいる者の祈りです。これは、様々な人に適用させるために、このようにします。病んでいる者もいます。多民族もいます。心配しないでください。
1)使3:1-12
使徒3章1節から12節です。これはペテロの信仰も重要ですが、この足の不自由な人の信仰も重要です。ここに出てくる重要な単語があります。「ペテロは、ヨハネとともにその人を見つめて」そうして、それとともにナザレのイエス・キリストの名によって立ち上がり歩きなさい、そのように言ったのではないということです。「私たちを見なさい」そう言いました。皆さん、この見るということがとても重要なことです。そのとき、話すのです。「ナザレのイエス・キリストの名によって立ち上がり、歩きなさい」爆弾のようなことが起こったのです。
2)使8:4-8
病んでいる者は落胆しないでください。使徒8章4節8節にも見るとピリポが伝えるのに、このサマリアの人が「心を一つにして聞いた」ということです。皆さん、毎日朝に味わうこの祝福がこのように同じように現れたのです。
3)使13:1-12
いよいよ皆さんがご存じのように、パウロが同じようにこの部分を証ししたのです。私たちの新しい家族、多民族、全部、この祝福を味わってください。
4)使16:16-18
5)使19:8-20
このように現れるのです。

□結論
では、それゆえ、皆さんがこの祝福を受ければ、どんな結論が出て来るでしょうか、これをもって。初代教会です。

1.12世界教区
完全に世界福音化が起こったのですが、12弟子を通して12世界教区が形成されたのです。

2.70大教区
70人重職者を通して70大教区が起こったのです。私たちの力では不可能ですが、この力で可能なのです。

3.一千やぐら
それゆえ、今日、私たちの副教役者に会いましたが、副教役者は心配せずに、ダビデのように1千やぐらを建てなさい。たくさん建てる必要はありません。一つの地域に1人で良いのです。皆さんが十の地域に行けば十人います。それをどのように見つけるのでしょうか。2講の時にちょっと話しますが、見つけられます。

では、それでは話を結びますが、これをするとき、一番重要なのが、これみなそのとおりなのに、うまくいかない場合があります。
[低いところ - 最高価値]
始めるとき、最も低いところから始めてください。しきりにこのようにしないので。最も低いところから、最高の価値を見つけ出すのです。これができなければ、この(本文)全体の良いことができなくなります。見えないので。適当にほかの人の話を聞いてするのではなく、最も基礎から最高に向かって行きます。このようになるとき、三つのことが見えます。
[ 1.当然　2.必然　3.絶対]
当然、これが見えます。必然、絶対が見えます。
最も低いところに入るので、そこで最高に向かって行くのです。私の現実は最も低いところにあっても大丈夫です。しかし、私の目は最も高いところにあるべきです。すると、これが(当然、必然、絶対)見えるのです。難しくもありません。これ(低いところ-最高価値)したのですが、この三つ(12世界教区、70大教区、一千やぐら)が開かれます。
最初、伝道師として行ったのですが、その教会で私に中高等部を引き受けろと言いました。分かりました。そのとき、何をしたと思いますか。一番基礎に降りて行くのです。どのようにでしょうか。私たちの学生たち、自分たちは分かりません。私たちの学生たちの家庭状況、本人の苦しいことが何か、みな把握しました。重要なこと、そのときの話で、失礼ですが、その子の学業があるでしょう。みな把握しました。学校にみな訪ねて行きました。ところで、必ず行けば知っている先生が一名いて。それでは、この子をどのように助けなければならないか、答えが出るでしょう。
最も低いところで私がしたことは何でしょうか。当然なことをしたのです。ほかの人は当然のことをしません。当然なのです。そして、必ずすべきことをします。すると当然なことをしただけなのに、神様の絶対計画が見えて。難しいでしょうか。
私が何度か話したでしょう。難しくありません。それゆえ、教会六か所訓練を受けたようです。私は伝道しようと決心したので、当然のことから見つけ出しました。当然、教会員名簿が整理できずにいます。私が行って、最初にした仕事、教会員名簿を整理しました。伝道対象者何百人が出てきます。そこで私が電話をかけたところ、感動を受けて。私は当然なことをしたのですが。私がすることができることをしたのです。それが必然でしょう。知ったところ、それが神様が願われることでした。それが絶対です。難しいことはありません。これを(当然、必然、絶対)逃すと、ずっと始まりが間違ってしまいます。何でも。ただ見れば簡単に見ることができるでしょう。幼年日曜学校を引き受けたのですが、この子たちを説教しようとすると、説教が聞けなくて。すると、聞くようにしなければならないでしょう。そこで発見したのがタラッパンです。中高生、無駄な葛藤が多くて。年齢がそうでしょう。葛藤が多いです。彼らに手紙を渡しました。私がその子たちに言いたい話、また、その子が必要な話、伝達したのです。難しいことは何もありません。

皆さんの背景は三位一体の神様で、御座で、神の国と神の国のことが成し遂げられると、そのことです。そうすると、このように(絶対やぐらの基準、絶対やぐらの背景、絶対やぐらの方法)になってしまいます。
回復して、明日からすべての健康、霊的な健康、生活、からだが回復することをイエス・キリストの御名によって祝福します。祈ります。

祈り
神様、私たちに神様がくださったことを回復する始まりになりますように。すべての主の民が、神様がくださる力を体験する始まりになりますように。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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